


古代三都物語、出雲・吉備・大和





纏向・崇神天皇陵の東・櫛山古墳



高松市
石清尾山古墳群
の双方中円墳



北大塚、背後は屋島













家形土器・女男岩遺跡



家形土器出土の楯築と女男岩
１０個出土の衝撃 女男岩は２個（倉敷考古館）

楯築墳丘墓
女男岩遺跡 上東遺跡

鯉食墳丘墓





纏向の宮殿復元図







古墳とマヤピラミッドとの比較
神殿遺跡、祭祀の場と墳墓



立坂型特殊器台分布図



都月型特殊器台型埴輪の分布図





卑弥呼政権
• 倭人は６代夏后少康の末裔、呉の太伯の子孫と名乗ってい
たと、魏志倭人伝にある。

• 海洋民族であり、商業資本の「夏」。

• BC473年 越王・勾践は江蘇省の呉王・夫差を滅ぼし、山東
半島の琅邪山（青島）に遷都。越人は朝鮮半島、倭国方面
の交易に従事。刺青の習慣。刺青は日本列島の弥生時代
のに一般化していた。

• BC333年 楚王国滅亡、越人離散。

• BC219年 秦の始皇帝、琅邪を訪問。徐福に命じて蓬莱な
ど三神山を求めさせる。倭国に来訪か。

• 卑弥呼は鬼道をよくする。鬼道とは漢中の張魯政権につい
ても表現。道教的宗教政権。卑弥呼もこうした宗教的統一を
行っていたと解釈される。

• 岡山市大伯小学校、「おおく」と読んだが、「おおくの海」「大
伯国造」「大伯皇女」などあり。邪馬台国と関係あるかも。

九州説
阿波説

出雲説

𠮷備説
大和説

丹波説

宮崎説

高知説五島説

奄美説

熊本説 邪馬台国東遷説

𠮷備邪馬台国東遷説

対馬

壱岐

豊後説

淡海説



神武東征 日本書紀・古事記では𠮷備を通過

𠮷備とは戦っていない、根拠地として軍備を整える

神武天皇は製鉄・水銀交易の武装商人団の一つ

多くの華僑が日本列島に入り込んだ

𠮷備邪馬台国をスポンサーに水銀探索

水酸化鉄を葦原の根元から採取の可能性

若杉山水銀

宇陀水銀

日本書紀・古事記の欠史8代

綏靖～開化までは実在しないとする

古事記孝霊の吉備津彦の𠮷備征服の消滅

針間の氷河の前に忌瓦を居え

針間道の口と為して𠮷備国を言向け和す





ＲＳＫバラ園前の上東遺跡・波止場？













楯築 環状の２列の石列概念図



伊与部山

楯築 立坂

みそのお4号
みそのお39号

みそのお16号

前内池









中国道教祭祀⇒吉備⇒大和

• 楯築双方中円墳、前方後円墳祭祀創設

ある種の宗教改革、銅鐸祭祀⇒古墳祭祀

• 特殊器台の吉備創設⇒大和⇒埴輪へ

• 桃核祭祀の伝搬、吉備⇒大和

• 龍王信仰の中国⇒吉備⇒大和、箸墓蛇伝説

弧帯文は龍王信仰の象徴か

• 手焙型土器の吉備創設⇒近江⇒東国

• 家形埴輪は女男岩遺跡が最初

• 木棺木槨墓は楽浪郡⇒楯築⇒石槨木棺

• 貼り石は吉備・出雲・讃岐⇒大和箸墓後円部頂



• 桃核祭祀 道教祭祀、神道に発展

• 特殊器台 箸墓など大和に伝播、埴輪の元祖

• 弧帯文 龍王信仰 「直弧文」に発展解消

この三点は卑弥呼の鬼道の構成要素

★手焙り型土器、家型埴輪、木棺木槨墓、貼り石

• 桃太郎・温羅伝説（吉備津神社縁起）

• 百襲姫（臺與）⇔桃太郎（吉備津彦）孝霊天皇

• 臺與＝やまとととびももそひめ

倭迹々日百襲姫命

「大和に入った桃の祭祀を世襲した姫」



卑弥呼の鬼道は道教・平和
• 支配者=儒教、大衆=神仙思想・道教

• 秦の始皇帝は法家⇔徐福の神仙思想、倭国へ

• 仏教伝来、インド・シルクロード・世界宗教

• 黄巾の乱は道教的宗教反乱、漢中の張魯の鬼道

⇒卑弥呼の鬼道

• 北魏の太武帝と寇謙之の道教優遇、仏教弾圧

• 460年曇曜が雲崗石窟寺院、鎮護国家的仏教

• 538年、百済の聖明王、倭国の仏教伝来

• 奈良時代の鎮護国家、大仏殿、国分寺、



古代ファンタジーＫＡＹＡ


